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　先天性の視覚障がい者が後年になって視覚を得たとき，どのようにして外界を認識するよ

うになるか，という記事を大昔に読んだ覚えがある．詳細は忘れたが，三角形と円とを区別

するのに，ごく初期の画像認識プログラムのように，辺を順にたどりながら，方向が急に変

わる回数を数えていたように思う．そのうちに認識が速くできるようになるのだが，それが

単なる「順にたどる処理」の高速化によるものではなく，「角検出専用細胞」の生成や処理の

並列化によるものらしいことは，昨今の視覚研究が明らかにしつつあるとおりである．コン

ピュータでも，2進数値が直列表現で，たった1個の全加算器で加算をしていた時代から始

まり，桁数分の全加算器を並べるようになり，加算装置自体を複数個同時に使うようになり，

CPUごとたくさん作って使うようになり，といったぐあいに進んできている．装置を視神経

並みに大量に作れるようになってきた，ということだろうか．今月号の特集は「アクセラレ

ータ，再び ─スパコン化の切り札─」で，須崎有康がエディタ．浮動小数点演算用のコプロ

セッサなどが“アクセラレータ”の始まりで，高集積化の結果それらはCPUに取り込まれた

が，特殊用途のために開発された“アクセラレータ”が汎用化され使いやすくなったことが，

この波の原因だそうだ．グラフィクス処理用であったはずのGPUが汎用（GPGPU）になっ

てきたのが代表例．記事は概観をまとめた概説から始まり，TSUBAMEに関する話，GPUに

よる流体計算，PS3のCellのプログラミング，などと続く．もちろんアクセラレータごとの

プログラムの最適化は必要であるが，重力多体問題を例としたその効果は圧倒的ではある．

概説にある「専用スパコンが（PCクラスタ的な技術の欠点の）ニッチを埋めている」という

くだりが印象的．

　「Xen Summit Tokyo(Asia) 2008レポート」（酒井敦，江崎裕，松本一志）は，2004年から
年2回開催されているイベントを日本で初めてホストしたことのレポート．会議の詳細な技

術的内容と，会議運営の様子が綴られている．ゲストOSの振舞いの可視化の例“Linuxカー

ネルの20msecの動き”という帆船のような図が面白い．

　「アウトソーシングと情報セキュリティ問題 ─プリント業務のマネージド・サービスを題

材として─」（久保木孝明，新部惠一郎，高山久司）は，ユーザ企業が業務の一定部分を専

門業者にアウトソースする場合のやり方や問題点をプリント業務を例として示している．丸

投げとセキュリティとのせめぎ合いという面が難しいらしい．

　「IFIP ─情報処理国際連合─ 近況報告」（齊藤忠夫，喜連川優）は，年1回の報告．総会

（9月）はミラノ開催．会費の払いが悪い国もあるという．あとはTCの活動報告．

　「わが支部の魅力はここにあり：関西支部：関西支部大会1.5倍の研究発表で支部活動の

活性化」（田中克己）は支部の活動紹介のシリーズ．いささか網羅的ではある．

　「IT Text 自然言語処理」（東中竜一郎）は書評．同書の好意的な紹介．

　「CSCW 2008参加報告」（山下直美，平田圭二）は，同会議の概略の報告．Second Lifeが

自身を協調作業ツールとして開発された話が面白い． （Nimble Jack）
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